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私はウクライナを侵略したロシアを非難
する。その行為はウクライナの人々の自由
を大きく害しているからだ。もし中国が台
湾や日本に侵攻したら、私は中国を非難す
る。その行為は私の自由、そして私の人生
に登場した多くの素敵な人たちの自由を大
きく害するからだ。しかし、それを防ぐた
めに自分自身の自由を国家権力に献上せよ
と声がかかったら、私はそれを拒否する。
私は瓦礫の下敷きになり、砲弾で撃たれ

たりして死にたくない。大空と大地に抱か
れて安らかに死んでいきたい。それは本
来、人間というものに等しく与えられた権
利のはずだ
 「透明な膜を隔てながら」李琴峰著

一つはパンデミックだ。世界は今も、新
型コロナウイルスの経済的、社会的影響を
払拭できずにいるばかりか、今後も危険な
ウイルスに苦しめられるのは間違いない。
２つ目は気候変動で、何十億人もの人々の
暮らしを一変させ、地球上の生命の持続性
を脅かすだろう。３つ目は破壊的な新技術
だ。これが我々人類の未来に最も暗い影を
落とし、我々の生き方、考え方、他人との
かかわり方を変え、それが思わぬ悪影響を
人類におよぼし、人類の未来を決めるだろ
う。
 「危機の地政学」イアン・ブレマー著



AIを導入すると、まずは人間の肉体労
働が機械に奪われるだろうが、長期的には
おそらく、大卒資格を必要とするホワイト
カラーの専門職が最も機械に奪われていく
と結論できる研究は多い。2019年にアメ
リカのブルッキングス研究所が発表した研
究によれば「大学院や専門職学位を持って
いる労働者は、高卒の労働者に比べ４倍近
くもAIに仕事を奪われるかもしれない脅
威にさらされていることになる」という。
研究所の研究員や医学研究者、医療従事
者、エンジニア、　(略)　は、AIに仕事を
奪われるかもしれないので、そろそろ気を
つけたほうがよい。　
 「危機の地政学」イアン・ブレマー著



「資本論」は物質代謝の「攪乱」や「亀
裂」という形で、資本主義が持続可能な生
産のための条件を掘り崩すことに警鐘を鳴
らしている。資本主義は人間と自然の物質
代謝を持続可能な形で管理することを困難
にし、社会がさらに発展していくためには
足枷になるというのである。(略)　むし
ろ、無制限な資本の利潤追求を実現するた
めの生産力や技術の発展が「掠奪する技術
における進歩」にすぎないことをはっきり
と批判しているのである。
 「人新世の「資本論」」斎藤幸平著

インターネットやSNSの浸透に伴って
民主主義の「劣化」が起きた。閉鎖的で近
視眼的になった民主国家では資本投入や輸
出入などの未来と他者に開かれた経済の主
電源が弱ったという構造だ。(略)

だが、「民主主義の劣化」とは一体何な
のか？民主国家における表現や報道の自由
が落ち込んだという懸念が語られることが
ある。そして、ここ20-30年の情報・コ
ミュニケーション技術革命で「民主主義」
の中で起きる情報流通や議論。コミュニ
ケーションが、大きく変わったと言われ
る。ざっくりと言えば、政治がウェブと
SNSを通じて人々の声により早く、強く
反応しやすくなった。そのことで、人々を
扇動し、分断するような傾向が強まったと
いう懸念である。
 「22世紀の民主主義」成田悠輔著

それに対して。マルクスの掲げる「自由
の国」は、まさに、そのような物質的欲求
から自由になるところで始まるのである。
集団的で、文化的な活動領域にこそ、人間
的自由の本質があるとマルクスは考えてい
たのだ。
だから、「自由の国」を拡張するために

は、無限の成長だけを追い求め、人々を長
時間労働と際限のない消費に駆り立てるシ
ステムを解体しなくてはならない。たと
え、総量としては、これまでよりも少なく
しか生産されなくても、全体としては幸福



で、公正で、持続可能な社会に向けての
「自己抑制」を、自発的に行うべきなので
ある。闇雲に生産力を上げるのではなく、
自制によって「必然の国」を縮小していく
ことが、「自由の国」の拡大につながるの
だ。
 「人新世の「資本論」」斎藤幸平著

〈生きがい〉は小林氏の言うところの
「ユニバーサル・モーター」 だ。何が起
ころうとも〈生きがい〉を持っている限
り、あなたは、人生の困難な時期をなんと
か切り抜いていくことができる。あなた
は、必ず安全な避難所に戻ってくることが
できる。そこからまた人生の冒険をやり直
すことができる。
 「生きがい」　茂木健一郎
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「恋人との人生で一番美し
い約束を果たすため、男は旅に出る」

　「私の人生で一番美しい約束はあなたが
くれた。いつか森の中の湖に連れて行って
くれるという約束。私はそれが見たいの。
まだ間に合ううちにそこへ行って、その湖
で泳ぎたいのよ。」
　　イタリアン・シューズ

ヘニング・マンケル著

　写真の裏を見た。ハリエットが地図を描
いていた。それは私の島の地図だった。地
図の下に彼女の字で〈わたしたち、ここま
で来た〉と書かれていた。
　私は長い間台所でその写真に見入った。



　それからまた蟻を未知の土地へ運び続け
た。そして夕方、ようやく終わった。蟻塚
はすっかりなくなった。
　そのあと島を一巡りした。海の上を渡り
鳥が飛んでいた。
　ハリエットの書いたとおりだ。
　私たちはここまで来たのだ。
　これが終着地。まさにここに到着したの
だ。
　　「イタリアン・シューズ」
 　ヘニング・マンケル著

















「私はあなたといるときちっとも楽しく
なくて、時間の無駄で、損してるっていつ
も思いながら過ごしてきたからその仕返し
だよ、私が今までどれだけ退屈したか知っ
てる？」
 「青春のリグレット」　綿矢りさ著



陸．私はあなたを侮っていた。
そして自分を知らなかった。
（略）
十年のうちに分別をつけた私は今さらあ

なたに会いに行くなんでできない。過去と
いうもう過ぎ去ったどうにも無抵抗な思い
出に対して現在の私がわざわざ振り向いて
扉をたたきに行くのは、悲しみの有り余っ
ている私の愚行であり愚弄だと知っている

から。
いまさらいい人ぶって、泣いたりできな

い。後悔してる、謝りたいなんて、勝手す
ぎて伝えられない。あのとき真剣に考えて
くれた将来の計画が、今さら恋しいなん
て。
陸はこんな風に私を思い出しはしないだ

ろうという確信が、余計に孤独を深める。
裏切ったのに、何年も心の中に居座ろうと
するなんて、無理な話だ。あれが私なりの
愛し方だったと言ったところで、あなたど
ころか私自身も信じられない。その証拠に
私をもてあそんだ人たちの面影は、私の心
には全然浮かび上がってこない。夫は私を
愛さなかったから、結婚まではしたけど私
の中の夫の記憶はどんどん薄れていくだろ
う。誰かに抱いた憎しみは日が経つと共に
薄れ傷も残せず、もらった愛情だけが、快
晴の日にベランダに干した白いシーツに
映った葉擦れ影のように、私の心を離さな
い。
 「青春のリグレット」　綿矢りさ著

















バンクシーはなぜ作品を断裁したのか
老舗のオークション会社「サザビーズ」

がロンドンで開催したオークションにバン
クシーの版画作品《ガール・ウィズ・バ
ルーン》（風船と少女）が出品された。落
札金額は、104万2,000ポンド（およそ
１億5,000万円）。バンクシーにとって、

２番目に高い落札金額だった（当時）。
しかし、落札が決まった瞬間、会場にア

ラームが鳴り響くと、額縁にあらかじめ仕
掛けられていたシュレッダーが作動し、作
品を断裁し始めた。騒然とする会場を尻目
に、断裁された作品は、関係者の手によっ
て会場から運び出されていった。
otokonokakurega.com/learn/
secret-base/26634/



“壁に絵を描く”という行為に、人類は
先史以来、魅了されてきました。学校の教
科書で誰もが目にする洞窟壁画はアートの
始まりと言われており、我々の祖先の高い
表現力を示す芸術です。古い絵の上に新し
い絵を重ね、思うがままに表現したその痕
跡は、数万年前のものと思えないほど自由
そのものです。
そのような絵をハッと思い出させてくれ

るのが、現代のストリートで表現を続ける
アート界の異端児“バンクシー”です。(略)
ごあいさつ「Who is Banksy?」
 バンクシー展　高岡美術館
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